
 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

    

 

日時：平成 26年 2月 20日（木） 

15：30～16：30 

講師：白石 建雄 研究員（秋田大学名誉教授） 

 会場：秋田大学大学院工学資源学研究科 

 

 

附属鉱業博物館講堂 

 

 

 

〒010－8502 秋田市手形字大沢 28－2 電話 018－889－2461 

 

 

 

（入館・聴講ともに無料。事前申込は不要です。） 

 

 

 

 

現在、日本ジオパークネットワークは 32地域

から構成されるにいたっており、ジオパーク活動

は大きな広がりを見せている。男鹿半島・大潟ジ

オパークは、今年、活動開始から 5年目、日本ジ

オパークの認定から 3 年目を迎えている。この

間、男鹿市では、新たにジオパーク学習センター

がオープンし、地層が見えない大潟村では「剥ぎ

取り標本」が干拓博物館に展示されるなど、イン

フラ整備が進行した。また、男鹿市の「世界ジオ

パーク登録推進事業」の一環として、モニターツ

アーやガイド養成活動、ジオパーク検定試験など

が実施されている。本講演では、これらの活動に

触れながら、男鹿半島・大潟ジオパークの現状に

ついて紹介する。 


